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足
立
悦
男
先
生 

著
作
目
録 

 
〔
著 
書
〕 

『
現
代
日
本
文
学
の
旗
手
た
ち
』
溪
水
社 

一
九
七
五 

『
中
学
・
高
校 

現
代
詩
の
授
業
』
文
化
評
論
出
版 

一
九
七
八 

『
国
語
教
材
研
究
・
詩
編
』
（
小
沢
俊
郎
・
足
立
悦
男
著
）
桜
楓
社 

一
九
八
一 

『
西
郷
文
芸
学
の
成
立
と
展
開
』
（
西
郷
竹
彦
・
足
立
悦
男
著
）
明
治
図
書 

一
九
八
二 

『
新
し
い
詩
教
育
の
理
論
』
明
治
図
書 

一
九
八
三 

『
現
代
少
年
詩
論
―
子
ど
も
に
と
っ
て
詩
と
は
何
か
』
明
治
図
書 

一
九
八
七 

『
研
究
・
文
芸
研
の
授
業
』
明
治
図
書 

一
九
九
三 

『
西
郷
文
芸
学
の
研
究
』
恒
文
社 
一
九
九
九 

 

〔
編 

著
〕 

『
国
語
科
授
業
の
課
題
と
創
造
』
小
田
迪
夫
・
足
立
悦
男
編 

第
一
法
規 

一
九
八
二 

『
小
説
教
材
の
作
品
論
的
研
究
』
田
近
洵
一
・
足
立
悦
男
編 

教
育
出
版 

一
九
八
三 

『
国
語
科
教
育
論
』
中
本
環
・
足
立
悦
男
編 

東
信
堂 
一
九
八
八 

『
文
学
教
育
基
本
論
文
集
』
（
四
巻
）
西
郷
竹
彦
・
浜
本
純
逸
・
足
立
悦
男
編 

明
治
図
書 

一
九
八
八 

『
西
郷
竹
彦
文
芸
・
教
育
全
集
』
（
三
十
四
巻
・
別
巻
二
巻
）
足
立
悦
男
編
集
・
解
題 

恒
文
社 

一
九
九
六
～
一
九
九
九 

 

〔
論 

文
〕 

一
「
冬
景
色
論
争
論
―
西
郷
文
芸
学
の
原
理
的
考
察
」
『
国
語
教
育
研
究
』
第
二
〇
号 

広
島
大
学
教
育
学
部
光
葉
会 

一
九
七
三 

 

（
『
文
芸
教
育
』
第
一
一
号 

明
治
図
書 

一
九
七
四
、
に
再
録
） 

二
「
評
論
の
視
点
―
大
江
健
三
郎
『
ヒ
ロ
シ
マ
・
ノ
ー
ト
』
」
『
国
語
科
研
究
紀
要
』
第
六
号 

広
島
大
学
附
属
中
・
高
等
学
校 

 

一
九
七
三 



－4－ 

三
「
吉
野
弘
『I was born

』
の
授
業
」
小
川
和
佑
ほ
か
編
『
現
代
詩
の
教
え
方
』
右
文
書
院 

一
九
七
五 

四
「
文
学
論
教
材
（
小
説
論
）
」
小
海
永
二
ほ
か
編
『
国
語
科
教
育
研
究
講
座
』
第
六
巻 

有
精
堂 

一
九
七
五 

五
「
古
典
教
育
試
論
」
『
国
語
研
究
紀
要
』
第
七
号 

広
島
大
学
附
属
中
・
高
等
学
校 

一
九
七
五 

六
「
『
推
測
』
の
虚
と
実
―
一
生
徒
の
『
ヒ
ロ
シ
マ
・
ノ
ー
ト
』
論
」
『
研
究
紀
要
』
第
二
〇
集 

広
島
大
学
附
属
高
等
学
校 

一
九
七
五 

七
「
日
常
語
を
考
え
る
―
単
元
『
新
聞
の
研
究
』
」
『
研
究
紀
要
』
第
二
一
集 

広
島
大
学
附
属
高
等
学
校 

一
九
七
五 

八
「
現
代
詩
の
授
業
―
中
学
校
三
年
生
」
『
国
語
教
育
研
究
』
第
二
一
号 

広
島
大
学
教
育
学
部
光
葉
会 

一
九
七
五 

九
「
現
代
詩
の
授
業
―
詩
と
詞
の
世
界
」
『
研
究
紀
要
』
第
二
二
集 

広
島
大
学
教
育
学
部
附
属
中
学
校 

一
九
七
六 

一
〇
「
現
代
詩
の
授
業
―
安
水
稔
和
の
世
界
」
『
国
語
教
育
研
究
』
第
二
二
号 

広
島
大
学
教
育
学
部
光
葉
会 

一
九
七
六 

一
一
「
現
代
詩
の
授
業
」
『
研
究
紀
要
』
第
二
一
集 

広
島
大
学
教
育
学
部
附
属
高
校 

一
九
七
六 

一
二
「
現
代
詩
へ
の
道
標
―
発
想
と
イ
メ
ー
ジ
」
『
研
究
紀
要
』
第
二
三
集 

広
島
大
学
教
育
学
部
附
属
中
学
校 

一
九
七
七 

一
三
「
跳
べ
な
い
イ
カ
ロ
ス
―
岡
真
史
論
」
『
児
童
文
学
評
論
』
第
一
三
号 

大
阪
新
児
童
文
学
会 

一
九
七
七 

一
四
～
二
四
「
連
載
・
西
郷
文
芸
学
の
成
立
と
展
開 

一
～
一
一
」
『
文
芸
教
育
』
第
二
二
号
～
第
三
二
号 

明
治
図
書 

一
九
七
八
～ 

一
九
八
一 

二
五
「
叛
意
の
風
景
―
佐
江
衆
一
の
初
期
短
編
」
『
児
童
文
学
評
論
』
第
一
四
号 

大
阪
新
児
童
文
学
会 

一
九
七
八 

二
六
「
詩
・
短
詩
型
文
学
の
教
材
研
究
」
中
西
一
弘
編
『
国
語
科
教
育
の
理
論
と
展
開
』
第
一
法
規 

一
九
八
〇 

二
七
「
日
常
が
詩
に
変
わ
る
と
き
」
『
文
芸
教
育
』
第
二
九
号 

明
治
図
書 

一
九
八
〇 

二
八
「
戦
後
の
児
童
詩
教
育
論
争
」
『
国
語
教
育
研
究
』
第
二
六
号 

広
島
大
学
教
育
学
部
光
葉
会 

一
九
八
〇 

二
九
「
新
し
い
詩
の
授
業
を
め
ざ
し
て
」
『
国
語
の
教
師
』
第
二
号 

鷺
書
房 

一
九
八
一 

三
〇
「
高
村
光
太
郎
『
ぼ
ろ
ぼ
ろ
な
駝
鳥
』
」
小
海
永
二
ほ
か
編
『
講
座
・
中
学
校
国
語
科
教
育
の
理
論
と
実
践
』
第
五
巻 

有
精
堂 

一
九
八
一 

三
一
「
垣
内
理
論
と
西
郷
文
芸
学
」
『
学
大
国
文
』
第
二
五
号 

大
阪
教
育
大
学
国
語
国
文
学
研
究
室 

一
九
八
一 

三
二
「
西
郷
文
芸
学
の
歴
史
的
検
討
―
文
芸
理
論
か
ら
授
業
理
論
へ
」
『
文
芸
教
育
』
第
三
四
号 

明
治
図
書 

一
九
八
一 

三
三
「
詩
教
育
に
関
す
る
一
考
察
」
『
大
阪
教
育
大
学
紀
要
』
第
三
〇
巻 

三
号 
一
九
八
二 

三
四
「
言
葉
の
亀
裂
と
の
出
会
い
」
『
日
本
文
学
』
昭
和
五
七
年
二
月
号 

日
本
文
学
協
会 

一
九
八
二 

三
五
～
三
七
「
連
載
・
詩
の
指
導 

一
～
三
」
『
月
刊
国
語
教
育
研
究
』
昭
和
五
七
年
一
月
号
～
三
月
号 

東
京
法
令
出
版 

一
九
八
二 
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三
八
「
国
語
教
育
の
危
機
と
児
童
文
化
」
『
月
刊
国
語
教
育
研
究
』
昭
和
五
七
年
五
月
号 

一
九
八
二 

三
九
「
詩
教
材
研
究
の
方
法
」
大
河
原
忠
蔵
ほ
か
編
『
中
学
校
国
語
科
教
材
研
究
演
習
』
く
ろ
し
お
出
版 

一
九
八
二 

四
〇
「
国
語
科
授
業
と
発
問
の
研
究
」
足
立
悦
男
・
中
本
環
編
『
国
語
科
授
業
の
課
題
と
創
造
』
第
一
法
規 

一
九
八
二 

四
一
「
入
門
期
詩
教
育
論
」
『
国
語
教
育
学
研
究
誌
』
第
四
号 

大
阪
教
育
大
学
国
語
教
育
研
究
室 

一
九
八
二 

四
二
「
『
魚
だ
っ
て
人
間
な
ん
だ
』
（
草
野
心
平
）
の
授
業
」
『
文
芸
教
育
』
第
三
六
号 

明
治
図
書 

一
九
八
二 

四
三
「
西
郷
文
芸
学
問
題
史
」
『
文
芸
教
育
』
第
三
七
号 

明
治
図
書 

一
九
八
二 

四
四
「
授
業
研
究
へ
の
提
言
」
『
国
語
教
室
』
昭
和
五
七
年
一
〇
月
号 

大
修
館
書
店 

一
九
八
二 

四
五
「
那
珂
太
郎
の
『
戦
後
』
意
識
」
『
大
阪
教
育
大
学
紀
要
』
第
三
一
巻 

二
ー
三
号 

一
九
八
三 

四
六
「
話
者
と
詩
人
―
入
沢
康
夫
論
（
一
）
」
『
学
大
国
文
』
第
二
六
号 

大
阪
教
育
大
学
国
語
国
文
学
研
究
室 

一
九
八
三 

四
七
「
『
べ
ン
チ
』
（
リ
ヒ
タ
ー
）
論
―
視
点
構
造
と
装
置
』
」
田
近
洵
一
・
足
立
悦
男
編
『
小
説
教
材
の
作
品
論
的
研
究
』
教
育
出
版 

一
九
八
三 

四
八
「
詩
の
授
業
は
鑑
賞
指
導
だ
け
で
よ
い
か
」
『
教
育
科
学
国
語
教
育
』
昭
和
五
八
年
六
月
号 

明
治
図
書 

一
九
八
三 

 

（
足
立
悦
男
ほ
か
編
『
文
学
教
育
基
本
論
文
集
』
第
四
巻 

明
治
図
書 

一
九
八
八
、
に
再
録
） 

四
九
～
五
五
「
連
載
・
少
年
詩
の
世
界 

一
～
七
」
『
文
芸
教
育
』
第
三
八
号
～
第
四
七
号 

明
治
図
書 

一
九
八
三
～
一
九
八
五 

五
六
「
萩
原
朔
太
郎
『
竹
』
『
大
渡
橋
』
」
増
淵
恒
吉
ほ
か
編
『
国
語
教
育
研
究
講
座
・
高
等
学
校
現
代
文
』
有
精
堂 

一
九
八
三 

五
七
「
大
造
じ
い
さ
ん
と
が
ん
（
椋
鳩
十
）
」
浜
本
純
逸
ほ
か
編
『
文
学
教
育
実
践
史
事
典
』
明
治
図
書 

一
九
八
三 

五
八
「
サ
ー
カ
ス
の
馬
（
安
岡
章
太
郎
）
」
浜
本
純
逸
ほ
か
編
『
文
学
教
育
実
践
史
事
典
』
明
治
図
書 

一
九
八
三 

五
九
「
読
む
・
入
沢
康
夫
『
売
家
を
一
つ
も
っ
て
い
ま
す
』
」
『
日
本
文
学
』
昭
和
五
八
年
一
二
月
号 

日
本
文
学
協
会 

一
九
八
三 

六
〇
「
俳
句
の
現
代
に
挑
む
―
坪
内
稔
典
句
集
『
落
花
落
日
』
」
『
茜
』
第
二
号 

茜
発
行
所 

一
九
八
四 

六
一
「
引
用
・
自
注
の
方
法
―
入
沢
康
夫
ノ
ー
ト
」
『
凡
』
第
二
号 
凡
の
会 

一
九
八
四 

六
二
「
西
郷
文
芸
学
の
詩
論
」
『
大
阪
教
育
大
学
紀
要
』
第
三
二
巻 

二
ー
三
号 

一
九
八
四 

六
三
「
詩
の
こ
と
ば
と
そ
の
指
導
」
増
淵
恒
吉
編
『
国
語
教
育
の
課
題
と
創
造
』
有
精
堂 

一
九
八
四 

六
四
「
文
学
教
材
の
本
質
と
研
究
法
―
伝
記
・
戯
曲
教
材
」
飛
田
多
喜
雄
ほ
か
編
『
中
学
校
国
語
科
指
導
法
講
座
』
第
六
巻 

明
治
図
書 

一
九
八
四 

六
五
「
話
者
と
読
者
―
入
沢
康
夫
論
（
二
）
」
『
学
大
国
文
』
第
二
七
号 

大
阪
教
育
大
学
国
語
国
文
学
研
究
室 

一
九
八
四 
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六
六
「
国
語
・
文
学
教
材
の
特
質
と
展
開
」
田
代
高
英
ほ
か
編
『
教
育
学
研
修
講
座
』
第
六
巻 

第
一
法
規 

一
九
八
四 

六
七
「
中
学
・
高
校
の
詩
教
育
」
日
本
文
学
協
会
編
『
講
座
・
現
代
の
文
学
教
育
』
第
五
巻  

新
光
閣 

一
九
八
四 

六
八
「
詩
の
授
業
」
『
月
刊
・
国
語
教
育
』
昭
和
六
〇
年
三
月
号 

東
京
法
令
出
版 

一
九
八
五 

六
九
「
〈
私
〉
の
居
な
い
現
代
詩
―
入
沢
康
夫
論
」
『
路
上
』
第
四
七
号 

路
上
発
行
所 

一
九
八
五 

七
〇
「
話
者
と
人
称
―
入
沢
康
夫
論
（
三
）
」
『
学
大
国
文
』
第
二
八
号 

大
阪
教
育
大
学
国
語
国
文
学
研
究
室 

一
九
八
五 

七
一
「
引
用
・
模
倣
の
方
法
―
入
沢
康
夫
ノ
ー
ト
」
『
凡
』
第
三
号 

凡
の
会 

一
九
八
五 

七
二
「
〈
私
〉
の
居
な
い
風
景
―
坪
内
稔
典
論
」
坪
内
稔
典
編
『
現
代
俳
句
入
門
』
沖
積
舎 

一
九
八
五 

七
三
「
見
方
の
詩
教
育
と
他
教
科
の
関
連
」
『
実
践
国
語
教
育
情
報
』
昭
和
六
〇
年
一
〇
月
号 

東
京
法
令
出
版 

一
九
八
五 

七
四
「
理
解
教
材
の
研
究
と
視
点
」
教
員
養
成
研
究
会
編
『
国
語
科
授
業
研
究
』
教
育
出
版 

一
九
八
五 

七
五
「
関
連
・
系
統
指
導
を
め
ざ
す
文
芸
教
育
―
文
芸
研
の
場
合
」
『
国
語
科
教
育
学
研
究
』
第
九
号 

明
治
図
書 

一
九
八
五 

七
六
「
自
己
引
用
の
方
法
―
入
沢
康
夫
ノ
ー
ト
」
『
国
語
科
研
究
紀
要
』
第
一
六
号 

広
島
大
学
附
属
中
・
高
等
学
校 

一
九
八
五 

七
七
「
死
者
た
ち
の
現
代
詩
―
入
沢
康
夫
論
」
『
大
阪
教
育
大
学
紀
要
』
第
三
四
巻
第
二
号 

一
九
八
五 

七
八
「
話
者
と
エ
ス
キ
ス
―
入
沢
康
夫
論
（
四
）
」
『
学
大
国
文
』
第
二
九
号 

大
阪
教
育
大
学
国
語
国
文
学
研
究
室 

一
九
八
六 

七
九
「
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
教
材
を
ど
う
読
む
か
」
『
国
語
教
育
評
論
』
第
五
号 

明
治
図
書 

一
九
八
六 

八
〇
「
茨
木
の
り
子
の
詩
的
表
現
」
表
現
学
会
編
『
現
代
詩
の
表
現
』
教
育
出
版
セ
ン
タ
ー 

一
九
八
六 

八
一
「
川
崎
洋
の
詩
的
表
現
」
表
現
学
会
編
『
現
代
詩
の
表
現
』
教
育
出
版
セ
ン
タ
ー 

一
九
八
六 

八
二
「
文
芸
教
材
で
ど
ん
な
力
を
育
て
る
か
」
『
国
語
の
手
帳
』
第
四
号 

明
治
図
書 

一
九
八
六 

八
三
「
俳
句
教
材
の
扱
い
に
つ
い
て
」
『
国
語
教
育
雑
誌
』
第
一
三
号 

京
都
府
私
立
中
学
・
高
等
学
校
研
究
会 

一
九
八
七 

八
四
「
遠
近
法
の
感
覚
―
新
川
和
江
論
」
『
月
刊
国
語
教
育
』
昭
和
六
二
年
五
月
号 

東
京
法
令
出
版 

一
九
八
七 

八
五
「
短
歌
に
と
っ
て
虚
構
と
は
何
か
」
『
日
本
文
学
』
昭
和
六
二
年
七
月
号 

日
本
文
学
協
会 

一
九
八
七 

八
六
「
黒
田
三
郎
『
夕
方
の
三
十
分
』
」
浜
本
純
逸
ほ
か
編
『
文
学
教
育
実
践
史
事
典 

第
二
集
』
明
治
図
書 

一
九
八
七 

八
七
「
文
学
的
文
章
（
詩
歌
）
―
鑑
賞
指
導
論
を
め
ぐ
っ
て
」
飛
田
多
喜
雄
編
『
実
践
教
職
課
程
講
座
』
第
二
三
巻 

日
本
教
育
図
書
セ
ン

タ
ー 

一
九
八
八 

八
八
「
文
学
教
育
の
課
題
」
田
近
洵
一
ほ
か
編
『
国
語
・
三
年
の
授
業
』
あ
ゆ
み
出
版 
一
九
八
八 

八
九
「
理
解
教
材
の
研
究
の
視
点
」
教
員
養
成
基
礎
教
養
研
究
会
編
『
新
訂
小
学
校
国
語
科
授
業
研
究
』
教
育
出
版 

一
九
八
八 
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九
〇
～
九
五
「
詩
教
育
の
理
論
的
研
究 

一
～
六
」
『
島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第
二
二
巻
～
第
二
七
巻 

一
九
八
八
～
一
九
九
三 

九
六
「
『
擬
私
』
と
い
う
方
法
―
坪
内
稔
典
論
」
『
船
団
』
第
六
号 

南
方
社 

一
九
八
九 

（
現
代
俳
句
文
庫
１
『
坪
内
稔
典
句
集
』
ふ
ら
ん
す
堂 

一
九
九
二
、
に
再
録
） 

九
七
「
詩
教
育
と
読
解
指
導
」
『
月
刊
国
語
教
育
研
究
』
平
成
元
年
八
月
号 

日
本
国
語
教
育
学
会 

一
九
八
九 

九
八
「
読
む
・
吉
野
弘
『
夕
焼
け
』
」
『
日
本
文
学
』
平
成
元
年
十
月
号 

日
本
文
学
協
会 

一
九
八
九 

九
九
「
ま
ど
・
み
ち
お
の
技
法
」
『
島
大
国
文
』
第
一
八
号 

島
根
大
学
国
文
会 

一
九
八
九 

一
〇
〇
「
「
詩
歌
・
指
導
の
実
際
」
倉
沢
栄
吉
ほ
か
編
『
国
語
科
教
育
法
概
説
』
有
精
堂 

一
九
九
〇 

一
〇
一
～
一
〇
六
「
連
載
・
文
学
教
育
批
判
を
斬
る 

一
～
六
」
『
文
芸
教
育
』
第
五
一
号
～
六
一
号 

明
治
図
書 

一
九
九
〇
～ 

一
九
九
二 

一
〇
七
「
子
ど
も
の
詩
を
ど
う
教
材
化
す
る
か
」
『
教
科
通
信
』
第
二
七
巻
第
一
四
号 

教
育
出
版 

一
九
九
〇 

一
〇
八
「
詩
歌
の
授
業
―
授
業
活
性
化
の
提
案
」
大
槻
和
夫
ほ
か
編
『
た
の
し
く
わ
か
る
国
語
』
あ
ゆ
み
出
版 

一
九
九
〇 

一
〇
九
「
国
語
の
教
材
研
究
と
授
業
の
改
善
」
大
槻
和
夫
編
『
国
語
教
育
学
』
福
村
出
版 

一
九
九
〇 

一
一
〇
「
新
し
い
詩
を
ど
う
教
材
化
す
る
か
」
『
月
刊
国
語
教
育
』
平
成
二
年
一
二
月
号 

東
京
法
令
出
版 

一
九
九
〇 

一
一
一
「
文
芸
研
の
宮
沢
賢
治
研
究
」
『
文
芸
教
育
』
第
五
四
号 

明
治
図
書 

一
九
九
一 

一
一
二
「
異
化
論
と
児
童
詩
教
育
」
『
国
語
科
教
育
』
第
三
八
集 

全
国
大
学
国
語
教
育
学
会 

一
九
九
一 

一
一
三
「
高
等
学
校
国
語
教
育
の
実
際
―
詩
歌
」
全
国
大
学
国
語
教
育
学
会
編
『
国
語
科
教
育
研
究
』
学
芸
図
書 

一
九
九
一 

一
一
四
「
小
野
十
三
郎
の
詩
的
表
現
」
表
現
学
会
編
『
現
代
詩
の
表
現
』
教
育
出
版
セ
ン
タ
ー 

一
九
九
一 

一
一
五
「
言
語
感
覚
と
言
語
認
識
」
『
月
刊
国
語
教
育
研
究
』
平
成
四
年
七
月
号 

日
本
国
語
教
育
学
会 

一
九
九
二 

一
一
六
「
文
芸
研
の
新
美
南
吉
研
究
史
」
『
文
芸
教
育
』
第
五
九
号 

明
治
図
書 

一
九
九
二 

一
一
七
「
俳
句
を
授
業
す
る
（
大
学
の
実
践
）
」
『
文
芸
教
育
』
第
六
〇
号 

明
治
図
書 

一
九
九
二 

一
一
八
「
異
化
論
と
児
童
詩
教
育
―
山
際
鈴
子
の
教
育
実
践
」
『
教
育
実
践
研
究
』
第
二
号 

島
根
大
学
教
育
学
部
附
属
教
育
実
践
研 

 
 

究
指
導
セ
ン
タ
ー 

一
九
九
二 

一
一
九
「
『
故
郷
』
（
魯
迅
）
を
め
ぐ
る
問
題
史
」
『
研
究
紀
要
』
第
四
五
号 
教
育
調
査
研
究
所 

一
九
九
二 

一
二
〇
「
文
芸
研
の
ま
ど
・
み
ち
お
研
究
史
」
『
文
芸
教
育
』
第
六
四
号 

明
治
図
書 
一
九
九
三 

一
二
一
「
異
化
論
と
詩
教
育
―
吉
野
弘
の
教
材
化
」
『
島
大
国
文
』
第
二
一
号 

島
根
大
学
国
文
会 

一
九
九
三 



－8－ 

一
二
二
「
西
郷
美
学
と
詩
の
授
業
」
『
文
芸
教
育
』
第
六
五
号 

明
治
図
書 

一
九
九
三 

一
二
三
～
一
二
八
「
連
載
・
異
化
論
と
詩
教
育 

一
～
六
」
『
月
刊
国
語
教
育
研
究
』
平
成
五
年
四
月
号
～
九
月
号 

日
本
国
語
教
育
学
会

一
九
九
三 

一
二
九
「
『
空
白
』
を
読
む
」
『
国
語
教
育
学
研
究
誌
』
第
一
四
号 

大
阪
教
育
大
学
国
語
教
育
研
究
室 

一
九
九
三 

一
三
〇
「
異
化
論
と
児
童
詩
教
育
―
山
際
鈴
子
の
中
学
年
の
実
践
」
『
国
語
教
育
論
叢
』
第
四
号 

島
根
大
学
教
育
学
部
国
文
学
会 

一
九
九
四 

一
三
一
「
イ
メ
ー
ジ
マ
ッ
プ
に
よ
る
創
作
詩
の
指
導
」
『
教
育
実
践
研
究
』
第
四
号 

島
根
大
学
教
育
学
部
附
属
教
育
実
践
研
究
指
導
セ
ン

タ
ー 

一
九
九
四 

一
三
二
「
文
芸
研
の
木
下
順
二
研
究
史
」
『
文
芸
教
育
』
第
六
八
号 

明
治
図
書 

一
九
九
四 

一
三
三
「
主
題
指
導
を
め
ぐ
る
争
点
」
『
教
育
科
学
国
語
教
育
』
平
成
七
年
一
月
号 

明
治
図
書 

一
九
九
五 

一
三
四
「
創
作
指
導
の
原
理
を
さ
ぐ
る
―
『
俳
句
を
作
る
』
実
践
か
ら
」
『
月
刊
国
語
教
育
研
究
』
平
成
七
年
三
月
号 

日
本
国
語
教
育
学

会 

一
九
九
五 

一
三
五
「
『
夕
焼
け
』
論
争
を
め
ぐ
っ
て
―
道
徳
教
育
と
文
学
教
育
」
『
日
本
文
学
』
平
成
七
年
三
月
号 

日
本
文
学
協
会 

一
九
九
五 

一
三
六
「
学
部
教
育
に
お
け
る
表
現
指
導
の
新
し
い
試
み
」
『
教
科
教
育
学
研
究
』
第
一
三
集 

日
本
教
育
大
学
協
会 

一
九
九
五 

一
三
七
「
言
語
技
術
を
切
り
口
と
し
て
文
学
の
世
界
を
教
え
る
」
『
言
語
教
育
技
術
』
第
四
号 

明
治
図
書 

一
九
九
五 

一
三
八
「
日
付
の
あ
る
俳
句
―
坪
内
稔
典
句
集
『
人
麻
呂
の
手
紙
』
」
『
船
団
』
第
二
五
号 

船
団
の
会 

一
九
九
五 

一
三
九
～
一
四
一
「
話
者
論
と
詩
教
育 

一
～
三
」
『
島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第
二
九
巻
～
第
三
一
巻 

一
九
九
五
～
一
九
九
七 

一
四
二
「
教
室
に
お
け
る
民
話
の
世
界
」
日
本
国
語
教
育
学
会
編
『
日
本
の
民
話
・
世
界
の
民
話
』
図
書
文
化
社 

一
九
九
六 

一
四
三
「
『
こ
と
ば
あ
そ
び
』
の
授
業
を
問
い
直
す
」
『
学
校
教
育
』
平
成
八
年
六
月
号 

広
島
大
学
附
属
小
学
校 

一
九
九
六 

一
四
四
「
西
郷
竹
彦
の
文
芸
学
」
『
月
刊
国
語
教
育
』
平
成
八
年
五
月
号 

東
京
法
令
出
版 

一
九
九
六 

一
四
五
～
一
四
七
「
西
郷
文
芸
学
の
研
究 

一
～
三
」
『
文
芸
教
育
』
第
七
三
号
～
第
七
五
号 

明
治
図
書 

一
九
九
六
～
一
九
九
八 

一
四
八
「
日
本
の
文
学
教
育
の
現
状
と
課
題
」
『
語
文
教
育
』
第
一
八
号
（
韓
国
） 

韓
国
語
文
教
育
学
会 

一
九
九
六 

一
四
九
「
詩
教
材
で
何
を
教
え
る
べ
き
か
―
異
化
の
学
力
を
求
め
て
」
『
月
刊
国
語
教
育
』
平
成
八
年
一
〇
月
号 

東
京
法
令
出
版 

 

一
九
九
六 

一
五
〇
「
国
語
科
教
育
と
人
間
形
成
―
『
他
者
』
と
の
出
会
い
」
『
教
育
実
践
研
究
』
第
七
号 

島
根
大
学
教
育
学
部
附
属
教
育
実
践
研
究
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指
導
セ
ン
タ
ー 

一
九
九
七 

一
五
一
「
自
己
評
価
・
相
互
評
価
の
新
し
い
視
点
を
提
示
す
る
」
飛
田
多
喜
雄
ほ
か
編
『
新
中
学
校
国
語
科
経
営
講
座
６
』
明
治
図
書 

一
九
九
七 

一
五
二
～
一
五
三
「
韓
国
・
国
語
教
科
書
の
詩 

一
～
二
」
（
金
京
姫
と
の
共
著
）
『
教
育
実
践
研
究
』
第
九
号
～
第
一
〇
号 

島
根
大
教

育
学
部
附
属
教
育
実
践
研
究
指
導
セ
ン
タ
ー 

一
九
九
七
～
一
九
九
八 

一
五
四
「
『
昔
話
』
に
関
す
る
日
韓
の
比
較
・
考
察
」
『
教
育
実
践
研
究
』
第
九
号 

島
根
大
学
教
育
学
部
附
属
教
育
実
践
研
究
指
導
セ
ン

タ
ー 

一
九
九
七 

一
五
五
「
現
代
詩
に
お
け
る
模
倣
の
試
み
―
入
沢
康
夫
の
方
法
」
『
日
本
文
学
』
平
成
一
〇
年
一
月
号 

日
本
文
学
協
会 

一
九
九
八 

一
五
六
「
『
わ
す
れ
ら
れ
な
い
お
く
り
も
の
』
の
教
材
と
し
て
の
新
し
さ
」
筑
波
大
学
附
属
小
学
校
『
子
ど
も
の
心
が
動
く
授
業
』
東
洋
館

出
版
社 

一
九
九
八 

一
五
七
「
西
郷
文
芸
学
の
虚
構
論
」
『
島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第
三
二
巻 

一
九
九
八 

一
五
八
「
現
代
高
校
生
の
夢
と
漱
石
の
夢
」
田
中
実
・
須
貝
千
里
編
『
新
し
い
作
品
論
へ
、
新
し
い
教
材
論
へ
』
右
文
書
院 

一
九
九
九 

一
五
九
「
日
韓
国
語
教
科
書
の
昔
話
・
民
話
教
材
」
『
日
韓
相
互
理
解
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
研
究
』
文
部
省
科
学
研
究
費
（
国
際
学
術

研
究
） 

一
九
九
九 

一
六
〇
「
異
化
の
詩
教
育
学
」
『
国
文
学
攷
』
第
一
六
一
号 

広
島
大
学
国
語
国
文
学
会 

一
九
九
九 

一
六
一
「
感
覚
的
生
活
詩
の
先
駆
者
―
稲
村
謙
一
の
児
童
詩
論
」
『
月
刊
国
語
教
育
研
究
』
平
成
一
一
年
三
月
号 

日
本
国
語
教
育
学
会 

一
九
九
九
。 

一
六
二
「
西
郷
文
芸
学
の
俳
句
論
」
『
創
流
』
平
成
一
一
年
七
月
号 

創
流
俳
句
会 

一
九
九
九 

一
六
三
「
文
芸
研
の
系
統
表
の
提
起
し
た
も
の
」
『
文
芸
教
育
』
第
七
七
号 

明
治
図
書 

一
九
九
九 

一
六
四
「
異
化
の
詩
教
育
学
―
実
践
個
体
史
研
究
」
『
島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第
三
三
巻 

一
九
九
九 

一
六
五
「
比
較
文
学
教
育
の
試
み
―
日
韓
子
ど
も
文
化
の
比
較
を
と
お
し
て
」
『
日
本
文
学
』
平
成
一
二
年
一
月
号 

日
本
文
学
協
会 

二
〇
〇
〇 

一
六
六
「
韓
国
・
国
語
教
科
書
の
詩
（
三
）
」
（
鄭
淳
功
と
の
共
著
）
『
教
育
実
践
研
究
』
第
一
一
号 

島
根
大
学
教
育
学
部
附
属
教
育
実

践
研
究
指
導
セ
ン
タ
ー 

二
〇
〇
〇 

一
六
七
「
文
芸
研
の
総
合
的
学
習
」
『
文
芸
教
育
』
第
七
八
号 

明
治
図
書 

二
〇
〇
〇 



－10－ 

一
六
八
「
詩
歌
を
読
み
味
わ
う
学
習
指
導
改
善
の
方
策
」
飛
田
多
喜
雄
ほ
か
編
『
生
き
て
は
た
ら
く
国
語
の
力
を
育
て
る
授
業
の
創
造
』 

ニ
チ
ブ
ン 

二
〇
〇
〇 

一
六
九
「
文
芸
研
の
あ
ま
ん
き
み
こ
研
究
」
『
文
芸
教
育
』
第
七
九
号 

明
治
図
書 

二
〇
〇
〇 

一
七
〇
「
異
化
の
詩
教
育
学
―
教
材
編
成
の
理
論
と
方
法
」
『
島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第
三
四
巻 

二
〇
〇
〇 

一
七
一
「
『
お
手
紙
』
―
空
白
を
読
む
」
田
中
実
・
須
貝
千
里
編
『
文
学
の
力
×
教
材
の
力 

小
学
校
編
一
年
』
教
育
出
版 

二
〇
〇
一 

一
七
二
「
読
む
こ
と
の
教
材
研
究
」
田
近
洵
一
ほ
か
編
『
新
版
・
国
語
科
授
業
研
究
』
教
育
出
版 

二
〇
〇
一 

一
七
三
「
教
材
研
究
の
視
点
―
読
む
こ
と
」
大
熊
徹
ほ
か
編
『
新
版
小
学
校
国
語
科
授
業
研
究
』
教
育
出
版 

二
〇
〇
一 

一
七
四
「
日
本
の
文
学
教
育(

釜
山
教
育
大
学
校
集
中
講
義)

『
教
育
実
践
研
究
』
一
二
号 

島
根
大
学
教
育
学
部
附
属
教
育
実
践
研
究
指
導

セ
ン
タ
ー 

二
〇
〇
一 

一
七
五
「
文
学
教
育
の
行
方
」
『
日
文
協
国
語
教
育
』
第
三
一
号 

日
本
文
学
協
会 

二
〇
〇
一 

一
七
六
「
西
郷
文
芸
学
の
話
者
論
と
ナ
ラ
ト
ロ
ジ
ー
の
話
法
論
」
『
文
芸
教
育
』
第
八
〇
号 

明
治
図
書 

二
〇
〇
一 

一
七
七
「
文
芸
研
と
読
み
研
の
授
業
」
柴
田
義
松
ほ
か
編
『
国
語
科
新
教
材
の
徹
底
分
析
』
学
文
社 

二
〇
〇
一 

一
七
八
「
批
判
的
読
み
―
こ
れ
ま
で
の
理
論
・
実
践
の
特
徴
」
『
教
育
科
学
国
語
教
育
』
平
成
一
三
年
六
月
号 

明
治
図
書 

二
〇
〇
一 

一
七
九
「
日
韓
文
学
教
材
の
実
践
交
流
―
『
こ
い
ぬ
の
う
ん
ち
』
を
め
ぐ
っ
て
」
『
月
刊
国
語
教
育
研
究
』
平
成
一
三
年
七
月
号 

日
本
国

語
教
育
学
会 

二
〇
〇
一 

一
八
〇
「
授
業
研
究
『
の
は
ら
う
た
』
の
世
界
―
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
の
授
業
」
『
国
語
教
育
論
叢
』
第
一
一
号 

島
根
大
学
教
育
学
部
国
文
学

会 

二
〇
〇
一 

一
八
一
「
異
化
の
詩
教
育
学
―
存
在
型
の
受
容
指
導
」
『
島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第
三
五
巻 

二
〇
〇
一 

一
八
二
～
一
八
四
「
韓
国
中
学
校
国
語
教
科
書
の
研
究 

一
～
三
」
『
教
育
臨
床
総
合
研
究
』
第
一
号
～
第
三
号 

島
根
大
学
教
育
学
部
附

属
教
育
臨
床
研
究
セ
ン
タ
ー 

二
〇
〇
二
～
二
〇
〇
四 

一
八
五
「
詩
歌
」
『
中
学
校
・
高
等
学
校 

国
語
科
教
育
研
究
』
全
国
大
学
国
語
教
育
学
会 

学
芸
図
書 

二
〇
〇
二 

一
八
六
「
子
ど
も
の
文
学
の
世
界
」
『
第
二
七
回
島
根
県
国
語
教
育
研
究
大
会
出
雲
大
会
報
告
集
』
島
根
県
国
語
教
育
研
究
会 

二
〇
〇
二 

一
八
七
「
文
学
的
文
章
の
領
域
に
お
け
る
実
践
研
究
の
成
果
と
展
望
」
全
国
大
学
国
語
教
育
学
会
編
『
国
語
科
教
育
学
研
究
の
成
果
と
展

望
』
明
治
図
書 

二
〇
〇
二 

一
八
八
「
異
化
の
詩
教
育
学
―
思
想
型
の
受
容
指
導
」
『
島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第
三
六
巻 

二
〇
〇
二 
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一
八
九
「
古
典
的
随
筆
と
現
代
高
校
生
の
読
み
―
寺
田
寅
彦
『
案
内
者
』
」
田
中
実
・
須
貝
千
里
編
『
新
し
い
作
品
論
へ
、
新
し
い
教
材
論

へ
』
第
一
巻 

右
文
書
院 

二
〇
〇
三 

一
九
〇
「
知
の
学
び
と
感
性
の
学
び
―
私
の
詩
教
育
学
」
『
学
校
教
育
』
平
成
十
五
年
二
月
号 

 

広
島
大
学
附
属
小
学
校 

二
〇
〇
三 

一
九
一
「
感
性
の
学
び
と
知
性
の
学
び
―
日
韓
相
互
理
解
教
育
の
試
み
」
『
月
刊
国
語
教
育
研
究
』
平
成
一
五
年
三
月
号 

日
本
国
語
教
育

学
会 
二
〇
〇
三 

一
九
二
「
意
味
を
問
う
こ
と
で
文
芸
作
品
の
読
み
は
ど
う
深
ま
る
か
」
西
郷
竹
彦
編
著
『
意
味
を
問
う
教
育
』
明
治
図
書 

二
〇
〇
三 

一
九
三
「
こ
れ
か
ら
の
文
学
教
育
―
比
較
文
学
教
育
の
試
み
（
韓
国
と
日
本
）
」
『
国
語
科
教
育
』
第
五
四
集 

全
国
大
学
国
語
教
育
学
会 

 

二
〇
〇
三 

一
九
四
「
異
化
の
詩
教
育
学
―
時
間
型
の
受
容
指
導
」
『
島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第
三
七
巻 

二
〇
〇
三 

一
九
五
「
日
韓
・
民
話
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
実
践
―
『
お
ん
ち
ょ
ろ
ち
ょ
ろ
』
と
『
フ
ォ
ル
フ
ォ
ル
カ
ン
ダ
』
」
『
教
室
か
ら
ア
ジ
ア
が
見

え
る
・
と
な
り
の
国
韓
国 
Ⅱ
』
島
根
県
日
韓
合
同
民
話
授
業
研
究
会 

二
〇
〇
四 

一
九
六
「
こ
の
ウ
タ
を
あ
の
人
に
―
詩
歌
の
鑑
賞
学
習
に
お
け
る
『
伝
え
合
い
』
の
工
夫
」
『
中
学
校
国
語
科
教
育
授
業
実
践
資
料
集
』
第

一
集 

ニ
チ
ブ
ン 

二
〇
〇
四 

一
九
七
「
異
化
の
詩
教
育
学
―
空
間
型
の
受
容
指
導
」
『
島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第
三
八
巻 

二
〇
〇
四 

一
九
八
「
村
上
春
樹
『
レ
ー
ダ
ー
ホ
ー
ゼ
ン
』
論
―
教
材
と
し
て
の
可
能
性
」
『
国
語
教
育
論
叢
』
第
一
四
号 

島
根
大
学
教
育
学
部
国
文

学
会 

二
〇
〇
五 

一
九
九
「
日
韓
・
合
同
授
業
研
究
の
試
み
―
『
海
を
渡
っ
た
神
様
』
『
こ
ぶ
と
り
じ
い
さ
ん
』
」
『
月
刊
国
語
教
育
研
究
』
平
成
一
七
年
六

月
号 

日
本
国
語
教
育
学
会 

二
〇
〇
五 

二
〇
〇
「
異
化
の
詩
教
育
学
―
こ
と
ば
型
の
受
容
指
導
」
『
島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第
三
九
巻 

二
〇
〇
五 

二
〇
一
「
物
語
受
容
の
比
較
文
化
的
研
究
―
二
つ
の
『
き
つ
ね
』
物
語
を
テ
キ
ス
ト
と
し
て
」
『
島
根
大
学
教
育
学
部
附
属
教
育
支
援
セ
ン

タ
ー
紀
要
』
第
四
号 

二
〇
〇
五 

二
〇
二
「
韻
文
の
学
習
指
導
」
倉
沢
栄
吉
ほ
か
編
『
国
語
教
育
講
座
２ 

読
む
こ
と
の
教
育
』
朝
倉
書
店 

二
〇
〇
五 

二
〇
三
「
文
芸
教
育
研
究
協
議
会
の
理
論
・
実
践
史
」
文
芸
研
編
『
国
語
教
育
事
典
』
明
治
図
書 

二
〇
〇
五 

二
〇
四
「
異
化
の
詩
教
育
学
―
存
在
型
の
創
作
指
導
」
『
島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第
四
〇
巻 

二
〇
〇
六 

二
〇
五
「
『
人
間
』
を
教
え
る
詩
の
授
業
」
西
郷
竹
彦
編
著
『
詩
の
授
業
で
人
間
を
教
え
る
』
明
治
図
書 

二
〇
〇
六 
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二
〇
六
「
異
化
論
と
主
体
的
児
童
詩
」
『
え
ぽ
っ
く
』
第
三
〇
号 

「
え
ぽ
っ
く
」
編
集
室 

二
〇
〇
七 

二
〇
七
「
中
国
・
小
学
校
国
語
教
科
書
の
詩
」
（
郭
丹
と
の
共
著
）
『
島
根
大
学
教
育
学
部
附
属
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
紀
要
』
第
六
号 

二
〇
〇
七 

二
〇
八
「
詩
に
お
け
る
教
材
研
究
の
方
法
論
―
空
白
を
読
む
」
柴
田
義
松
ほ
か
編
『
国
語
科
授
業
の
改
革 

７
』
学
文
社 

二
〇
〇
七 

二
〇
九
「
異
化
の
詩
教
育
学
―
思
想
型
の
創
作
指
導
」
『
島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第
四
一
巻 

二
〇
〇
七 

二
一
〇
「
日
本
国
語
教
科
書
の
中
国
文
学
―
漢
詩
（
古
詩
）
」
『
課
程
改
革
与
社
会
進
歩
』
（
中
国
）
浙
江
大
学
教
育
学
院
編 

二
〇
〇
七 

二
一
一
「
詩
の
授
業
―
感
性
を
支
え
る
知
の
学
び
」
『
月
刊
国
語
教
育
研
究
』
平
成
一
九
年
一
二
月
号 

日
本
国
語
教
育
学
会 

二
〇
〇
七

二
一
二
「
『
故
郷
』
を
読
み
直
す
―
楊
お
ば
さ
ん
を
め
ぐ
る
物
語
」
『
日
文
協
国
語
教
育
』
第
三
八
号 

日
本
文
学
協
会 

二
〇
〇
八 

二
一
三
「
玄
妙
な
文
芸
世
界
の
謎
を
解
く
―
西
郷
模
式
図
」
『
文
芸
教
育
』
第
八
八
号 

新
読
書
社 

二
〇
〇
八 

二
一
四
「
日
韓
民
話
文
学
の
比
較
研
究
―
『
か
に
む
か
し
』
と
『
あ
ず
き
が
ゆ
ば
あ
さ
ん
と
と
ら
』
」
（
李
普
銀
と
の
共
著
）
『
島
根
大
学

教
育
学
部
附
属
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
紀
要
』
第
七
号 

二
〇
〇
八 

二
一
五
「
異
化
の
詩
教
育
―
時
間
型
の
創
作
指
導
」
『
島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第
四
二
巻 

二
〇
〇
八 

二
一
六
「
読
む
こ
と
の
学
習
指
導
の
展
開
―
中
学
・
高
校
の
文
学
」
『
国
語
科
教
育
実
践
・
研
究
必
携
』
全
国
大
学
国
語
教
育
学
会 

学
芸

図
書 

二
〇
〇
八 

二
一
七
「
教
材
研
究
の
視
点
―
読
む
こ
と
」
田
近
洵
一
ほ
か
編
『
小
学
校
国
語
科
授
業
研
究 

第
四
版
』
教
育
出
版 

二
〇
〇
八 

二
一
八
「
中
学
校
・
高
校
の
文
学
」
全
国
大
学
国
語
教
育
学
会
編
『
国
語
科
教
育
実
践
・
研
究
必
携
』
学
芸
図
書 

二
〇
〇
九 

二
一
九
「
戦
後
民
間
教
育
運
動
と
国
語
科
教
育
研
究
―
読
む
こ
と
の
視
点
か
ら
」
『
国
語
科
教
育
』
第
六
六
集 

全
国
大
学
国
語
教
育
学
会

二
〇
〇
九 

二
二
〇
「
異
化
の
詩
教
育
―
空
間
型
の
創
作
指
導
」
『
島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第
四
三
巻 

二
〇
〇
九 

二
二
一
「
短
詩
型
創
作
指
導
の
意
義
と
方
法
」
『
国
語
科
教
育
』
第
六
七
集 

全
国
大
学
国
語
教
育
学
会 

二
〇
一
〇 

二
二
二
「
詩
歌
の
学
習
指
導
の
方
法
」
全
国
大
学
国
語
教
育
学
会
『
中
学
校
・
高
等
学
校
国
語
科
教
育
研
究
』
学
芸
図
書 

二
〇
一
〇 

二
二
三
「
『
問
い
』
で
読
み
深
め
る
―
武
田
常
夫
の
授
業
」
『
月
刊
国
語
教
育
研
究
』
平
成
二
二
年
八
月
号 

二
〇
一
〇 

二
二
四
「
『
二
相
ゆ
ら
ぎ
』
の
文
芸
学
」
『
文
芸
教
育
』
第
九
一
号 

 

新
読
書
社 
二
〇
一
〇 

二
二
五
「
実
践
研
究
―
『
人
間
の
生
き
方
』
に
関
し
て
」
日
本
国
語
教
育
学
会
編
『
国
語
単
元
学
習
の
創
造
Ⅳ 

中
学
校
編
』
東
洋
館
書
店

二
〇
一
〇 
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二
二
六
「
『
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
』
の
『
ヒ
デ
リ
』
論
争
―
入
沢
康
夫
の
一
語
を
め
ぐ
る
探
求
」
『
文
芸
教
育
』
第
九
二
号 

新
読
書
社 

 

二
〇
一
〇 

二
二
七
「
異
化
の
詩
教
育
―
こ
と
ば
型
の
創
作
指
導
」
『
島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第
四
四
巻 

二
〇
一
〇 

二
二
八
「
異
化
の
詩
教
育
学
―
そ
の
構
想
と
展
望
」
『
論
叢
国
語
教
育
学
』
広
島
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
国
語
文
化
教
育
講
座 

 

二
〇
一
〇 

 

二
二
九
「
読
書
へ
の
ア
ニ
マ
シ
オ
ン
―
そ
の
可
能
性
」
『
月
刊
国
語
教
育
研
究
』
平
成
二
三
年
五
月
号 

日
本
国
語
教
育
学
会 

二
〇
一
一 

二
三
〇
「
山
際
鈴
子
先
生
の
児
童
詩
教
育
―
子
ど
も
の
想
像
力
を
拓
く
教
育
」
児
玉
忠
・
大
阪
児
童
詩
の
会
編
『
見
つ
め
る
力
・
発
見
す
る

力
を
育
て
る
児
童
詩
の
教
育
』
銀
の
鈴
社 

二
〇
一
一 

二
三
一
「
村
上
春
樹
『
レ
ー
ダ
ー
ホ
ー
ゼ
ン
』
論
―
教
材
と
し
て
の
可
能
性
」
馬
場
重
行
・
佐
野
正
俊
編
『
〈
教
室
〉
の
中
の
村
上
春
樹
』

ひ
つ
じ
書
房 

二
〇
一
一(
一
九
八
を
改
稿) 

               




